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第４４６回：電撃訪中で明らかになった事実 

    

日本の野党議員たちが「佐川証人喚問」で鬼の首でも取ったように狂喜乱舞している丁度そのタイミング

で、となりの大陸方面から「電撃訪中」のニュースが飛び込んできた。 

北朝鮮の要人を乗せたと思われる 21両編成の特別列車が3月25日に中朝国境を越え、その翌日午後

北京駅に入ったことが確認された・・・・これが第一報であり、その時点の全情報だった。 

 

伝統的な鉄幕（Iron Curtain ）や、最新の IT技術を駆使した金楯（Great Fire Wall）などにより情報統制が

徹底している共産主義国では、たとえ小さな「兆候」でも決して見落としてはならない。 

たとえば、ある日、テレビ番組が突如中断され、沈んだクラシック音楽が流れはじめ、ここで国民は誰か

首脳級の要人が亡くなったことを察知する。 
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は、悲痛なる思いで全党

全軍全国各族人民に通告する」云々と、まるで呪文のようなアナウンスが流れ出し、続く「我々の敬愛する

鄧小平同志」のくだりで国民は漸く事実を知る。このパターンは旧ソ連でも、中国でも、北朝鮮でも一緒だ。 

北朝鮮は情報が中国以上に遮断されており、またピョンヤンには海外からの特派員も駐在していないこ

とから、大半の情報は中国経由で入手することになる。 

日本の全国紙の多くは半島問題に詳しい記者を北京総局に駐在させているところが多いが、世界の報道

機関の中には中朝国境や北京駅に見張り役を置き、国境を特別列車が通過したり、北京駅に到着したりし

たら、直ちに支局に連絡するようなシステムをとっているところもある。 

 

筆者が上海に駐在していた2001年1月、北朝鮮の特別列車が国境を越えて中国に入ったというニュース

が入ってきた。そのとき全国紙の上海特派員たちは「いまごろ北京総局は慌てふためいていることでしょう」

と他人事のように語っていたのだが、それから数時間後、「金正日委員長を乗せたと思われる特別列車は

北京に停まらず上海方面に向かっている」との続報が入り、特派員たちは文字通り飛び上がった。 

特派員が 1人か 2人しかいない上海支局で、要人は誰で、いつ上海に到着し、どこに宿泊し、誰と面会し、

どんなイベントが行われるのか調査して、ウラをとって、報道するのは至難の業である。 

一番先に宿泊先を見つけたのは全国紙ではなく三菱信託銀行、つまりボクだった。中国の知人から浦東

の劇場が突然京劇上演を中止するとの張り紙を出したと聞き、劇場に駆けつけると既に警備が始まってお

り、隣のホテルに宿泊し、劇場で歓迎イベントが始まると、わが灰色の脳細胞は察知した次第。 

社業を擲って、こんなことに夢中になるほど、当時はのんびりした時代だった。 

 

爾後 17 年、訪中したのは代替わりした金正恩委員長だったが、北京の情報統制は厳しく、事実が公表さ

れたのは、一行が無事日程を終え、特別列車が帰途に着き、中朝国境を通過してからであった。 
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今朝の全国各紙一面の大見出しは「北 非核化に条件（読売）」、「中朝和解 圧力路線に試練（日経）」、

「『非核化』見返り要求（毎日）」、「正恩氏訪中 狙う局面転換（朝日）」と様々だが、正鵠を得た論評は、日経

が第2面に載せた小見出し「“段階的非核化”空手形の恐れ」、「北朝鮮、支援食い逃げの歴史」に尽きる。 

北朝鮮を迎え撃つ米国はトランプ大統領が閣僚人事を刷新し、新国務長官に CIA 長官のポンぺオ氏を、

安全保障担当の大統領補佐官に超タカ派のボルトン氏を据え、軍事行動を完全に視野に入れている。 

米国の陣容に金正恩委員長が危機感を募らせ、生命保険を掛けに中国に飛び込むのは当然の行動で

あり、これまで北朝鮮の乱暴狼藉を苦々しく思っていた習近平主席も、「北朝鮮カード」を取り戻す千載一遇

のチャンスと考え、「熱烈歓迎」と判断を下したようだ。 

 

今回の報道から判明した点がいくつかあるが、まず最重要事項は中朝会談の顔触れであった。 

金正恩委員長夫妻に従う北朝鮮の要人は崔竜海、朴光浩、李洙墉、金英哲の 4 人の労働党副委員長、

そして李容浩外相。北朝鮮にとって危急存亡の秋、北京に乗り込んだチームに国会議長に相当する金永南

氏や、首相の朴奉珠氏が加わっておらず、これで北朝鮮の真の指導部が誰か明らかになった。 

同様に中国側参加者も面白い。国営新華社によると、北京訪問初日に人民大会堂で行われた首脳会談、

晩餐会に参加した要人は、習近平主席夫妻の他、李克強首相、王滬寧書記、王岐山国家副主席と公表され、

この 4人が中国の最高指導部であることが確認された。 

新華社は翌日に行われた各種イベントに参加した政治局レベルの要人として、丁薛祥（官房長官相当）、

楊潔篪（外交担当）、郭声琨（公安担当）、黄坤明（プロパガンダ担当）、蔡奇（北京市書記）、そして王毅外相

の名前を発表している。 

中国で政治レベルの最高指導層は習近平、李克強、王滬寧、王岐山の 4 人、彼らの下で働く事務レベル、

つまり外交、公安、宣伝等の責任者が丁・楊・郭・黄・蔡・王さんたちということだ。 

これまで北朝鮮トップが訪中した際は、中国の最高指導部全員に面談のチャンスが与えられていたのだ

が、世界の安全保障を左右する最重要活動につまらぬ外交儀礼や慣行は必要ないということで、チャイナ

セブンのうち習近平、李克強、王滬寧の3人が参加し、栗戦書、汪洋、趙楽際、韓正は外されたのだろう。 

最後の重要情報。習主席の体格は身長 180 センチ、体重 100 キロと云われているが、金委員長は身長

170センチ、体重120キロ超と見た。二人とも政治面でも体調面でもダイエットが必要かも。（了） 

文中の見解は全て筆者の個人的意見である。 

                              平成３０年３月２９日  

筆者プロフィール 

杉野光男 

東洋証券株式会社 主席エコノミスト 

一橋大学商学部卒、 三菱信託銀行（現三菱UFJ信託銀行）入社、上海華東師範大学へ留学 

同行北京駐在員、上海駐在員事務所長、理事中国担当部長を経て、２００７年より現職 

著書  日本の常識は中国の非常識（時事通信社）、中国ビジネス笑劇場（光文社）等 
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ご投資にあたっての注意事項 

手数料等およびリスクについて 

① 株式の手数料等およびリスクについて 

・ 国内株式の売買取引には、約定代金に対して最大1.2420％（税込み）、最低3,240円（税込み）（売却約定代金

が3,240円未満の場合、約定代金相当額）の手数料をいただきます。国内株式を募集、売出し等により取得い

ただく場合には、購入対価のみをお支払いいただきます。国内株式は、株価の変動により、元本の損失が生

じるおそれがあります。 

・ 外国株式等の売買取引には、売買金額（現地における約定代金に現地委託手数料と税金等を買いの場合に

は加え、売りの場合には差し引いた額）に対して最大 0.8640％（税込み）の国内取次ぎ手数料をいただきます。

外国の金融商品市場等における現地手数料や税金等は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定さ

れますので、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。外国株式は、株価の変動および

為替相場の変動等により、元本の損失が生じるおそれがあります。 

②債券の手数料等およびリスクについて 

・ 非上場債券を募集・売出し等により取得いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。 

 債券は、金利水準の変動等により価格が上下し、元本の損失を生じるおそれがあります。外国債券は、金

利水準の変動等により価格が上下するほか、カントリーリスク及び為替相場の変動等により元本の損失が生

じるおそれがあります。また、倒産等、発行会社の財務状態の悪化により元本の損失を生じるおそれがありま

す。 

③投資信託の手数料等およびリスクについて 

・ 投資信託のお取引にあたっては、申込（一部の投資信託は換金）手数料をいただきます。投資信託の保有期

間中に間接的に信託報酬をご負担いただきます。また、換金時に信託財産留保金を直接ご負担いただく場合

があります。 

投資信託は、個別の投資信託ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なるため、

本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 

 投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とするため、当該金融商品市

場における取引価格の変動や為替の変動等により基準価格が変動し、元本の損失が生じるおそれがありま

す。 

④株価指数先物・株価指数オプション取引の手数料等およびリスクについて 

・ 株価指数先物取引には、約定代金に対し最大 0.0864％（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委

託証拠金が必要となります。 

・ 株価指数オプション取引には、約定代金、または権利行使で発生する金額に対し最大 4.320％（税込み）、最

低2,700円（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委託証拠金が必要となります。株価指数先物・株

価指数オプション取引は、対象とする株価指数の変動により、委託証拠金の額を上回る損失が生じるおそれ

があります。 

ご投資にあたっての留意点 

 取引や商品ごとに手数料等およびリスクが異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面、上場有価証券

等書面、目論見書、等をよくお読みください。 


